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外吸収 (surface-enhanced infrared absorption, SEIRA)の機能を評価している。赤外域にお
ける ITO の協同モードを実現するために ITO マイクロシリンダーアレイ（周期間隔：3 
m、シリンダーの直径：2 m）をシリカガラス基板上に作製するとともに同じ構造を
持つ Au マイクロシリンダーアレイを作製して、それらのプラズモニクス特性を比較し
ている。その結果、 ITO アレイと Au アレイはともに中赤外域（ 4-7 m）において協同
モードの励起を反映した反射率の入射角依存性を示すことを明らかにしている。また、
中赤外域における ITO アレイの協同モードの有用性を検証するために、種々の振動モ
ードを有する高分子膜を ITO アレイと Au アレイ上に塗布し、その赤外吸収増強度を比
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に、TiN の SPR の励起波長が R6G を含有する発光層の光吸収・発光の波長と一致して
いないにもかかわらず、アレイがない場合と比較して 2.8 倍の可視発光の増強が得られ
ることを見いだしている。  
第３章では、上記の TiN と同様に優れた熱的・機械的・化学的安定性を示す ZrN を
対象にプラズモニクス特性を評価している。ZrN は TiN を上回る機能を持つプラズモ
ニクス材料であることが第一原理計算などから明らかにされているが、その光学特性
を実験的に評価した報告は少ないことに鑑み、異なる周期間隔を有する ZrN ナノシリ











ある。本研究では Al ナノシリンダーアレイを黄色蛍光体である Ce3+添加 Y3Al5O12
（YAG:Ce、厚さ : 200 m）上に作製することで、協同モードを利用した新規光源の実
現を試みている。結果として、Al ナノシリンダーアレイを用いることにより、青色発
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が可能であり、R6G との組合せにより、その発光強度が約 10 倍まで増強されることを
明らかにした。  
３．局在型表面プラズモン共鳴が紫外域に現れる Al を用いてナノシリンダーアレイを
作製し、青色発光ダイオードならびに蛍光体の一種である Ce3+添加 YAG と組合せるこ
とにより、インコヒーレントでありながら指向性の強い高輝度の白色光を発する光源の
開発に成功した。  
 
以上、本論文では、従来から知られている貴金属とは異なる新しいプラズモニクス材
料を開拓することを目的に、ITO、TiN、ZrN、Al を対象として周期的アレイ構造を構築
し、赤外吸収の増幅、蛍光体の発光の増強、指向性を持つ白色光源の実現に成功したも
のであり、学術上、実際上寄与するところが少なくない。よって、本論文は博士（工学）
の学位論文として価値あるものと認める。また、平成３０年２月１６日、論文内容とそ
れに関連した事項について試問を行って、申請者が博士後期課程学位取得基準を満たし
ていることを確認し、合格と認めた。 
なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公表に
際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。  
 
 
 
